
学費の公私間格差是正、『私学も無償に』、就学支援金制度の維持・拡充、 
 

 

「署名提出院内集会」３年ぶり開催 
私学助成全国署名２８０万３２３２筆（当日追加分含む） 

国会議員本人２９人・代理４６人、計７５人が参加 

紹介議員応諾２０９人・実人数１９７人（当日の応諾も含めて） 
平日にもかかわらず全国１９都府県から６１人が参議院議員会館に参集。参加してくださったみなさん、また最後の

最後まで署名の集約に奮闘された全国のみなさん、本当にありがとうございました。参加した国会議員の発言からも、

関心の高さがうかがえます。提出する署名を力に、国や県に「専任増」「少人数学級」のための経常費助成拡充を訴え「私

学の無償化」に道筋をつけていく、その決意をともに固めあう場となりました。 

 

【参加者の感想より】 

「山口代表の説明のあいだ、

国会議員がみんな資料を食

い入るように見つめて、うな

ずいたり驚いたりしていた

のが印象的でした。事実を知

ってもらうことがやっぱり

大事なんですね」 

「会場が狭くて立ち見が何

重にもなったのは大変でし

たが、国会議員と文字どおり

「膝をつき合わせて」対面し

たので、むしろ我々の熱意が

伝わったのではないでしょ

うか」 

「これだけ多くの議員が紹

介議員になっているのだか

ら、ぜひ委員会で採択をめざ

しましょう、という発言が国

会議員からありましたが、そ

のとおりだと思いました」 
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署名の集約漏れ、 

紹介議員追加など 
必ず報告をおねが
いします。 
 しんぶん赤旗２月１７日付 

 


